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山
梨
大
学
の
活
動
報
告

マ
レ
ー
シ
ア
の
大
学
院
生
を
招
へ
い

技
術
交
流
や
大
学
間
国
際
共
同
研
究

２
０
２
０
年
１
月
26
日
か
ら
年
２
月
15
日
ま
で
の

３
週
間
、
マ
レ
ー
シ
ア
・
ペ
ル
リ
ス
大
学
の
大
学
院

生
10
名
と
教
員
１
名
を
招
へ
い
し
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
（
モ
ノ

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、Internet-of-T

hings

）
関

連
デ
バ
イ
ス
（
画
像
・
音
・
大
気
な
ど
の
セ
ン
サ

ー
）
か
ら
得
た
セ
ン
シ
ン
グ
デ
ー
タ
を
、
デ
ィ
ー
プ

ラ
ー
ニ
ン
グ
（
深
層
学
習
）
や
画
像
処
理
等
の
人
工

知
能
（
Ａ
Ｉ
）
関
連
技
術
を
用
い
て
分
析
す
る
技
術

に
関
し
て
、
山
梨
大
学
の
学
生
や
教
員
ら
と
の
技
術

交
流
お
よ
び
国
際
共
同
研
究
を
実
施
し
た
。

デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
は
機
械
学
習
（
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
に
音
声
認
識
や
画
像
認
識
な
ど
の
学
習
を
さ
せ

る
た
め
の
技
術
）
の
１
つ
で
あ
り
、
近
年
の
人
工
知

能
ブ
ー
ム
の
火
付
け
役
と
な
っ
た
技
術
で
あ
る
。
一

方
で
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
考
え
方
に
よ
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
場
所

に
様
々
な
種
類
の
セ
ン
サ
ー
が
設
置
さ
れ
、
そ
こ
か

ら
容
易
に
情
報
を
取
得
で
き
る
時
代
が
到
来
し
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
に
個
々
の
分
野
で
研
究
さ
れ
て
き
た

各
種
セ
ン
サ
ー
か
ら
取
得
し
た
情
報
を
、
人
工
知
能

技
術
で
処
理
す
る
分
野
横
断
的
な
技
術
の
研
究
開
発

は
、日
本
政
府
が
う
た
う
超
ス
マ
ー
ト
社
会（Society	

5.0

）
の
実
現
に
向
け
て
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

マ
レ
ー
シ
ア
・
ペ
ル
リ
ス
大
学
は
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
デ
バ

イ
ス
の
開
発
や
無
線
通
信
技
術
の
運
用
に
長
け
て
お

り
、
山
梨
大
学
と
ペ
ル
リ
ス
大
学
と
で

国
際
共
同
研
究
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

Ｉ
ｏ
Ｔ
や
人
工
知
能
技
術
を
融
合
し
た

ス
マ
ー
ト
社
会
の
実
現
に
向
け
て
の
研

究
が
加
速
で
き
る
こ
と
が
期
待
で
き
、

か
つ
優
秀
な
マ
レ
ー
シ
ア
の
大
学
院
生

と
山
梨
大
学
の
学
生
が
交
流
を
持
つ
こ

と
で
、
将
来
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
で
き

る
研
究
者
・
技
術
者
の
育
成
を
目
指
し

て
、
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ラ
ン
に
よ

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
に
至
っ
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
概
要
と
成
果

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
第
１
週
目
に

デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
お
よ
び
画
像
処

理
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
、
セ
ン
サ
ー
デ
バ
イ
ス
に

関
し
て
の
技
術
交
流
と
し
て
、
各
種
セ

科
学
技
術

振
興
機
構
『
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ラ
ン
』友
情
と
感
激

第
243
回

＝
特
別
連
載
＝

※
現
在
、
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ラ
ン
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
防
止
の
た
め
、
今
年
度
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
を
延
期
し
て
い
ま
す
。

IoT・センサーセミナーで講演しているペルリス
大学のDr.	Ammar氏と聴講している日本人学生

ディープラーニングセミナーで講師の話を熱心に聴く学生ら

西崎博光
（山梨大学
大学院総合研究部
准教授）
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ミ
ナ
ー
を
実
施
し
た
。
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
セ

ミ
ナ
ー
で
は
、
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
精
通
し
た

講
師
が
、
基
本
理
論
か
ら
応
用
技
術
に
い
た
る
ま
で

を
、
３
日
間
に
渡
っ
て
講
義
と
実
習
形
式
で
行
っ
た
。

ペ
ル
リ
ス
大
学
の
学
生
ら
は
興
味
深
く
聴
講
し
、
講

師
ら
と
熱
心
に
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

一
方
で
、
ペ
ル
リ
ス
大
学
の
Ｉ
ｏ
Ｔ
専
門
家
の
講

師
に
よ
り
、
セ
ン
サ
ー
・
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
セ
ミ
ナ
ー
を
実

施
し
た
。
ペ
ル
リ
ス
大
学
で
は
、
様
々
な
セ
ン
サ

ー
・
Ｉ
ｏ
Ｔ
関
連
技
術
を
開
発
し
て
実
際
に
運
営
さ

れ
て
お
り
、
セ
ン
シ
ン
グ
デ
ー
タ
を
収
集
す
る
豊
富

な
経
験
を
持
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
経
験
を
踏
ま
え
、

Ｉ
ｏ
Ｔ
・
セ
ン
シ
ン
グ
、
こ
れ
を
活
用
す
る
ス
マ
ー

ト
シ
テ
ィ
の
研
究
例
を
紹
介
し
て
頂
い
た
。
山
梨
大

学
の
「
超
ス
マ
ー
ト
社
会
国
際
研
究
ユ
ニ
ッ
ト
」
に

所
属
す
る
教
員
や
、
学
生
ら
が
参
加
し
、
熱
心
に
耳

を
傾
け
た
。
セ
ン
サ
ー
実
習
で
は
、
ペ
ル
リ
ス
大
学

の
学
生
ら
が
、
実
際
の
セ
ン
シ
ン
グ
デ
バ
イ
ス
と
無

線
装
置
を
使
っ
て
、
山
梨
大
学
の
大
学
院
生
や
教
員

に
対
し
て
熱
心
に
指
導
を
行
っ
た
。

滞
在
１
週
目
の
最
終
日
、
ペ
ル
リ
ス
大
学
の
大
学

院
生
に
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
研
究
紹
介
を
し
て
い

た
だ
い
た
。
そ
の
内
容
に
基
づ
き
、
山
梨
大
学
の
教

員
ら
と
共
同
研
究
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
、
日
本
滞
在
中
に
実
施
す
る
研
究
内

容
を
相
談
、
そ
し
て
２
週
目
か
ら
共
同
研
究
を
実
施

し
た
。
最
終
日
に
は
、
成
果
報
告
会
を
実
施
。
実
質

の
研
究
期
間
は
約
２
週
間
弱
と
大
変
短
か
っ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
学
会
な
ど
で
研
究
発
表
が
で
き
そ
う

な
成
果
を
出
し
た
学
生
（
実
際
に
国
際
会
議
で
発
表

し
た
）
、
こ
れ
か
ら
の
学
位
論
文
の
研
究
に
役
立
つ

成
果
を
出
し
た
学
生
な
ど
、
多
く
の
学
生
が
日
本
で

学
ん
だ
Ａ
Ｉ
の
知
識
を
活
か
し
て
成
果
を
生
み
出
し

た
。
な
お
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
終
了
後
も
共
同
研
究

を
続
け
て
お
り
、
ペ
ル
リ
ス
大
学
の
３
名
の
大
学
院

生
が
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
の
成
果
を
基
に
国
際
会
議
で

研
究
発
表
を
実
施
し
て
い
る
。

日
本
の
最
先
端
技
術
の
見
学

滞
在
中
は
、
日
本
の
最
先
端
技
術
や
文
化
体
験
を

す
る
た
め
に
、
日
本
の
有
名
メ
ー
カ
ー
の
工
場
見
学
、

山
梨
県
立
リ
ニ
ア
見
学
セ
ン
タ
ー
の
訪
問
、
富
士
山

周
辺
エ
リ
ア
へ
の
散
策
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
雪
に

触
れ
た
こ
と
の
な
い
学
生
ば
か
り
で
あ
っ
た
た
め
、

初
め
て
触
る
雪
の
感
触
に
戸
惑
い
を
覚
え
な
が
ら
も
、

慣
れ
な
い
日
本
で
の
滞
在
の
中
で
と
て
も
良
い
息
抜

き
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

今
後
の
展
望

今
回
、
ペ
ル
リ
ス
大
学
か
ら
10
名
の
大
学
院
生
を

招
へ
い
し
、３
週
間
の
短
い
滞
在
で
あ
っ
た
が
、今
回

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
日
本
で
学
ん
だ
技
術
は
今

後
の
研
究
に
大
い
に
活
か
し
て
い
た
だ
け
る
と
確
信

し
て
い
る
。今
後
、ペ
ル
リ
ス
大
学
と
は
継
続
的
に
国

際
共
同
研
究
を
続
け
て
い
く
こ
と
を
、
双
方
の
大
学

の
学
長
間
で
確
認
し
た
。
加
え
て
、
今
回
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
実
施
を
機
に
、
山
梨
大
学
と
ペ
ル
リ
ス
大
学
と

の
間
で
博
士
課
程

の
複
数
学
位
制
度

の
調
印
を
行
う
こ

と
も
で
き
た
。
こ

れ
に
よ
っ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
大
学
の

大
学
院
生
を
相
互

に
受
け
入
れ
る
体

制
が
整
い
、
今
後

益
々
技
術
交
流
が

発
展
し
て
い
く
も

の
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
大
変

貴
重
な
機
会
を
与

え
て
く
だ
さ
っ
た

「
さ
く
ら
サ
イ
エ

ン
ス
プ
ラ
ン
」
に
、

ま
た
こ
の
よ
う
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実

施
機
会
を
与
え
て

く
だ
さ
っ
た
科
学

技
術
振
興
機
構

（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）の
皆
様
、

山
梨
大
学
で
受
け

入
れ
を
支
援
し
て

く
だ
さ
っ
た
皆
様

に
、
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
た
い
。

修了証授与後の集合写真に納まるマレーシア・ペル
リス大学の大学院生と西崎氏（前列左から４人目）ら

成果報告会 雪の上をそりで滑る学生達




